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　 リ ン カ ー ン・ セ ン タ ー（Lincoln 
Center）のジョージー・ロバートソン・
プラザ（Josie Robertson Plaza）に続く
階段を上ると、ニューヨークの象徴的
な3つの文化的会場の中心に立つこと
になる。南には、デビッド・H・コーク
劇場（David H. Koch Theater）、西に
は メ ト ロ ポ リ タ ン 歌 劇 場（Metro­
politan Opera House）、そして北にあ
るのが、新たに改装された、ニューヨ
ーク・フィルハーモニック（New York 
Phil harmonic）の本拠地、デビッド・ゲ
ッフェン・ホール（David Geffen Hall）
である。これら3つの建造物のそびえ
立つ、コロネードと、アイボリーカラー
のトラバーチンは、荘厳とも雄大とも
いえる景観を作り上げている。しかし、
夕暮れ時になって、ゲッフェン・ホール
がランタンのように色を灯すと、エネ
ルギーに満ちた雰囲気が醸し出され、
一般市民の愛着心と、関心を高めると
いう、5億5000ドルをかけた改装で目
指していた目的が、まさに実現される。
　「この建物の色の使い方は非常に強
力だ」と、ポール・マランツ氏（Paul 
Marantz）は述べた。同氏は、ニュー
ヨークを拠点とする米フィッシャー・マ
ランツ・ストーン社（Fisher Marantz 
Stone：FMS）の創設者兼プリンシパル
で、ゲッフェン・ホール改装の照明デザ

インコンサルティング責任者を務め
た。「一見無機質に見えるミッドセン
チュリーモダンの建造物に、よりカラ
フルな性質のものに利用してもらいた
いという、熱い思いを添えている。色
の使い方によって、これまでのいかな
るものとも一線を画すプロジェクトに
なっている」（マランツ氏）。
　改装に採用されたもう1つのアプロ
ーチが透明性で、屋内の活動が開放的
なガラス張りのカーテンウォールを通
して、外から見えるようになっている。
所有者らは「ホールそのものを作り直
して、より多くの人々が足を運びやす
いものにすることを、強く希望してい
た」と、FMS社のプリンシパル兼スタ
ジオディレクターで、この改装の担当
プリンシパルを務めたポーラ・マルチネ
ス­ノ ー ブ ル ズ 氏（Paula Martinez­
Nobles）は述べた。
　ゲッフェン・ホールには、建築的プロ
グラミングの柔軟性も新たに添えられ
ている。「映画館、ライブパフォーマ
ンス劇場、ダンスシアターなど、あら
ゆるものに姿を変えることができる」
と、マランツ氏は述べた。
　その機敏さはプロジェクトの照明デ
ザインにまで及んでいると、マルチネ
ス­ノーブルズ氏 は述 べた。 米Tod 
Williams and Billie Tsien Architects

ワンダ・ラウ

Fisher Marantz Stone社とFisher Dachs Associates社は、ニューヨー
ク・フィルハーモニックの象徴的な拠点の照明デザインに、色と機敏さと魅力
を吹き込んだ。

アジャイルなデザイン
LEDの多用途性を存分に生かした、
デビッド・ゲッフェン・ホールの改装工事
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社（TWBTA）がデザインした、ゲッフ
ェン・ホール内の公共スペース、通路、
コーナーは、サーキュレーション、パ
フォーマンス、集いのスペースに柔軟
に形を変えることができる。照明も同
様に調整可能で、すべてLED技術が
採用されている。その大半が0〜10V
で調光可能で、米Electronic Theatre 
Controls社（ETC）のソリューションに
よって操作される。
　ゲッフェン・ホール内のコンサートホ

ールであるウー・ツァイ・シアター（Wu 
Tsai Theater）は、加ダイヤモンド・シ
ュミット・アーキテクツ社（Diamond 
Schmitt Architects/DSA） と、FMS
社の関連会社であるフィッシャー・ダ
ックス・アソシエイツ社（Fisher Dachs 
Associates：FDA）によって設計され
ている。FMS社は、特にこのコンサ
ートホールについては、従来の光源を
使用することを少し検討したが、マラ
ンツ氏によると、技術が陳腐化するリ

スクがその決断を一蹴したという。「古
い光源に、何かしらの魅力を感じる部
分もあったが、可用性という観点では、
それらはいずれ消えてなくなるのだか
ら、その魅力は判断材料にならない」
と同氏は述べた。

ニューヨークのリンカーン・センター内の改装
されたデビッド・ゲッフェン・ホールの外装と
内装の建築照明計画において、FMS社の照
明デザイナーらが最優先にしたのは、色、機
敏さ、そして一般市民の愛着心だった
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シアターの内装
　ゲッフェン・ホールの新しい公共スペ
ースとサーキュレーションスペースの魅
力を、真っ先に訴えかけてくるのは、
特注品と既製品が組み合わされた照明
器具である。天井までまっすぐに伸び
たその印象的なシャンデリア兼フロア
ースタンドには、マットゴールド仕上
げの金属製の花びらがらせん状に並べ
られており、垂直に伸びた手すりに取
り付けられたLED点光源によって、
下から照らされている。彫刻的なその
照明器具には、ニューヨークのスタジ
オであるChen Chen & Kai Williams
社、ニューヨーク州ブルックリンを拠
点とするAurora Lampworks社、TWBTA
社、FMS社の取り組みが組み合わさ
れている。
　チケット売場は、以前は公共スペー

スからは見えない閉じた空間だった
が、現在は一般向けに開放されている
ウェルカムセンターとレフラックロビ
ー（LeFrak Lobby）につながっている。
しっくいの塗られた天井には、傾きが
変えられる伊フロス社（Flos）の「USO 
Kap Ø145」プレート付きの大きなダ
ウンライトモジュール「Kap 145」が
埋め込まれており、一休みしたり、ロ
ビーのステージやビデオウォール上の

パフォーマンスを観賞したりするため
にその場を訪れた、通行人や観劇客の
ざわつきや動きを模倣している。「こ
の照明器具は、大きな光源のコンステ
レーションになっており（中略）、空間
内の混沌とした状態と動きを再現して
いる」と、マルチネス­ノーブルズ氏は
述べた。大半の照明はETC社の制御
で操作されるが、ステージ近くの1列
の照明器具は、施設のスタッフが簡単

上：ゲッフェン・ホールのチケット売場、ウェ
ルカムセンター、ロビーエリアには、「大きな
光源のコンステレーション」が配備されてい
ると、FMS社のプリンシパル兼スタジオディ
レクターのポーラ・マルチネス-ノーブルズ氏
は述べた

右：プロムナードの天井には、その空間を利用
したイベントやパフォーマンスのための照明
や装置を仕込むことができる
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に制御できるようにBluetooth対応と
なっている。
　65番街とコロンブスアベニューが交
差する場所にある、ゲッフェン・ホール
のひときわ目を引く北東部の角のグリ
フィン・サイドウォーク・スタジオ

（Griffin Sidewalk Studio）は、ガラス
張りのカーテンウォールを通して、中
で行われているライブパフォーマンス
が外から見えるようになっている。こ
のスタジオは、ETC 社の25個のウォ
ールウォッシャー照明「ColorSource 
CYC」で照らされていると、FDAの
アソシエートでステージ照明およびシ
ステム設計責任者を務めるジェフ・マ
クラム氏（Jeff McCrum）は述べた。そ
れとは別に、ETC社の「ColorSource 
Spot Jr」と「ColorSource PAR」を同
数ずつ組み合わせた、50個のディープ
ブルーのステージ照明が、パフォーマ
ンスに合わせてさまざまな構成を実現
する。背面の暗いスラットウォールに

は、6〜8インチ（約15〜20cm）ごと
に直線形のLEDが取り付けられてお
り、屋外の通行者に対する低解像度の
ビデオスクリーンが構成されている。
　ゲッフェン・ホールのプラザ側にある
ヘス・グランド・プロムナード（Hess 
Grand Promenade）も、イベントとパ
フォーマンスのためのスペースになっ
ている。3倍の高さの天井に、ステー
ジ照明（米ハイエンドシステムズ社
[High End Systems]の照明器具「Sola 
Frame 1000」）を、イベントに合わせ
て操作するための支持材が隠されてい
る。また、ETC社の照明器具「Source 
Four LED Series 3」を最大30個、バ
ルコニーの通路に並ぶ金属製パイプに
取り付けることができる。
　チケット所有者をメインホールへと
導く階段の壁には、キラキラと光るモ
ザイクタイルが取り付けられており、
直径1/2インチの調光可能な埋め込み
照明「CSL Whisper」によって照らさ

ゲッフェン・ホールのサイドウォーク・スタ
ジオのウォールウォッシャー照明、ステー
ジ照明、低解像度のビデオウォールは、
イベント参加者や通行人を魅了している

プロジェクト参加者
建築設計者（公共スペース）：Tod Williams
Billie Tsien Architects | Partners
建築設計者（コンサートホール）：Diamond
Schmitt Architects
シ ア タープ ラ ン ナー：Fisher Dachs 
Associates
照明デザイナー（建築照明と公共スペース）：
Fisher Marantz Stone
照明デザイナー（パフォーマンスとステージ
照明）：Fisher Dachs Associates
コンストラクションマネジメント：Turner
Construction Co.
構造エンジニア：Thornton Tomasetti
機械および電気エンジニア：Kohler Ronan
照明メーカー：Aurora
Lampworks, CSL, ETC, Flos, GVA, 
Radiant Architectural Lighting, USAI 
Lighting
照明制御：ETC Paradigm,
Vortex Lighting
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れている。上階には、改装されたゲッ
フェン・ホールのカラフルで人目を引く
もう1つのモチーフとして、濃紺のフ
ェルト地の壁に赤色の大きな花びらが
舞う様子が描かれている。クライアン
トの希望どおりに、中央に位置するウ
ー・ツァイ・シアターの壁をぐるりと取

り囲むこの抽象的な壁画は、3フィー
ト（約90cm）の間隔で配置された、米
USAIライティング社（USAI Light­
ing）製の3インチ（約7.5cm）の円形の
ウォールウォッシャー照明によって、
均等に照らされている。マランツ氏は、
公共スペースとコンサートホールを隔

てるこの壁について、「1つの空間が終
わって別の空間が始まることを、明ら
かに表している」と述べた。

ショータイムは
センターステージに注目
　ショーの開始時間が近づくと、チケ
ット所有者は、確かな意図の下に考え
抜かれた階層構造によって照らされ
た、約2200席からなるウー・ツァイ・
シアターに入る。暖かみのあるブナ材
のパネルによって、壁とバルコニーが
床から天井まで覆われている。溝のあ
るそのパネルは、改装の最大の目的だ
ったホールの音響効果の最適化のため
に、波打つような形状に仕上げられて
いる。木材の単調性を絶ち切るために、
照明デザイナーらは視覚的な特徴を加
えようと工夫を凝らした。「（木材は）
色がすべて均一になることがわかって
いたので、豊かな風合いを添えるため
にあらゆる手段をつくした」と、マラ
ンツ氏は述べた。FMS社は、英ラデ
ィアント・アーキテクチュラル・ライテ
ィン グ 社（Radiant Architectural Li­
ght ing）とともにカスタマイズした、
傾きのあるウォールウォッシャー照明
を採用して、2700Kの光を壁面に垂直
ではなく数度傾けて、舞台に当てた。
また、その光度も変化させた。
　デザイナーらは、音響のためのポケ
ットが天井に設けられていたり、バル
コニーのレイアウトに合わせてポケッ
トが中断していたりといった音響要件
の制約に合わせて、ウォールウォッシ
ャー照明を隠したり、埋め込んだり、
表面に取り付けたりした。また、マル
チネス­ノーブルズ氏によると、「建築
設計者は、大ホールをもう少し身近な
雰囲気にするために、バルコニー正面
を強調することを希望した」という。
バルコニーは「観客にとって最もタイ

彫刻的なフロアースタンドは、垂直に伸びた
手すりによって巧妙に照らされており、花び
ら型の形状は、壁の装飾に同調している ©
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トで最も近い空間」だからである。そ
うして採用されたまだら模様の照明
は、木材の広がりに和らぎと豊かさを
添えている。観客席を覆う赤い花びら
のモチーフの布地を照らす、ホール全
般の照明は3000Kである。
　そしてもちろん、パフォーマンス会
場に欠かせないのがステージ照明で、
そのデザインを統括したのは、FDA
社のマクラム氏である。「舞台前部の
両側の照明を制御する、照明システム
の仕様定義を担当した」と同氏は述べ
た。演者やセットなど、再構成可能な
ステージの上に現れるすべてのものを
照らすことが、FDA社の任務だった。
　観客の頭上約50フィート（約15m）

の格子に取り付けられた、95個ものハ
イエンドシステムズ社製ムービングラ
イト「SolaFrame Theatre」と160個
ものETC社製 ステージ照明Source 
Four LED Series 3が、制作スタッフ
によって使用され、カスタマイズされ、
動かされる。Source Four LED Series 
3には、「8種類のチップ、すなわち色
を搭載して、白色に混合した」と、マ
クラム氏は述べた。以前は、LED光
源 を 使 っ た ス テ ー ジ 照 明 で は、

「Shakespearean colors」（シェークス
ピア色）と呼ばれる赤色と暖かい茶色
を出すのが難しかったが、2022年3月
に発売されたETC社の製品は「ハロゲ
ン光源を再現するという点において、

それを達成しているように感じられ
る」と同氏は述べた。
　LEDは従来のハロゲン光源よりも動
作温度が低く、機械システムを冷却す
る負荷が軽減されるため、施設にとっ
て好都合だった。「165Wや200Wの
照明器具と750Wや1000Wの照明器
具では大きな違いがある」と、マクラ
ム氏は述べた。しかし、各地を回りな
がらロングラン上演されるショーな
ど、会場の借主がハロゲン光源を使用
す る 場 合 も あ る と 同 氏 は 考 え て、
ThruPower調光モジュールをステージ
照明制御システムに含めて、必要に応
じてリレーに切り替えられるようにし
た。同氏によると、そのようなショー

彫刻的なフロアースタンドは、垂直に伸びた手すりによって巧妙に照らされており、花びら型の形状は、壁の装飾に同調している
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のスタッフは、「独自の固定金具を吊
り下げて、独自の照明を持ち込む必要
があるが、それでもそれらを既存回路
に接続して、ハロゲン照明として使用
することができる」という。
　オーケストラ席の上の照明用格子に
は、一連の音響反射パネルが取り付け
られており、それらは、ホタルを模し
た47個のカスタムペンダント照明の収
納の役割を兼ねている。これらの照明
器具のダンスのような動きは、公演が
始まる合図として、シアターの象徴的
シンボルになっている。EVTSCによ
って3Dプリントされたアクリル製シ
ェードとともに、直径6、8、12イン
チの多面体が、それぞれ独立した電動
ウインチによって上下して点滅するの
に続いて、DMXを介して録音済みの
アナウンスが流れる。各多面体の中に
入っているのは、燭台ベースのソケッ
ト が 付 い たETC社 の4.4Wの「Arc 
Lamp」である。
　このホタル型照明の設計と設置に
は、DSA 社、FMS 社、FDA 社、
Aurora Lampworks社のチームメンバ
ーを含めて、総勢20人の人員が必要
だと、マルチネス­ノーブルズ氏は見
積もった。新型コロナウイルスの感染
が拡大する中での実物大模型の制作
は、控えめに言っても困難な作業だっ
た。ショーが始まって代わりにステー
ジ照明が点灯する時点で、各ホタル型
照明を音響パネル内のそれぞれのポケ
ットに確実に収納して、視界から消さ
なければならない。音響パネルは向き
も、パフォーマンスのニーズに応じて
完全な垂直方向まで変更できるように
なっている。従って、ホタルが飛び出
さないように、位置合わせは完璧でな
ければならない。
　ETC社のステージ照明Source Four 
LED Series 3は、照明用格子に加えて、

複数の高さのバルコニーの下の水平パ
イプにもいくつか吊り下げられてお
り、その一部は、ステージ中央から傾
いた方向に向けられているように見え
る。マクラム氏によると、これによっ
て演者の正面、側面、背面から光を当
てることができるという。例えば、演
奏者とアイコンタクトをとりやすいよ
うに、指揮者を背面からではなく45°
の角度で照らすことができる。
　照明デザインのその他の特徴は、ホ
ールの後部まで伸びたブロンズメッシ
ュの吊り下げ構造を設けることによ
り、優れた音響効果を実現していた既
存のパターン模様のしっくい天井をそ
のまま残しつつ、隠したことである。
半光沢の金属は、暖かみのある内装仕
上げを補完しつつ、無関係な反射光の
一部を捉えて消散させると、マルチネ
ス­ノーブルズ氏は述べた。
　一番上の3階席の間には、調光可能
なシールド付きのリーディングライト
が背もたれに組み込まれており、頭上
の照明に頼らなくても観客が手元のプ
ログラムを読めるようになっている。
マランツ氏は、ラジオシティ・ミュージ
ックホール（Radio City Music Hall）
で、背もたれの照明を点灯するために
プッシュボタンを押した若い頃の思い
出をヒントに、これを設計した。「素
晴らしいアイデアだと思った」と同氏
は述懐した。

すべてが制御下に
　ウー・ツァイ・シアターのLED採用の
ステージ照明と建築照明は、ETC社
の「EPS Apex 10」コンソール、また
は、「Paradigm Architectural Control 
Processer」によって、主に制御される。
後者は、建築照明の最大4つのDMX
ユニバースを管理する。照明は、ステ
ージ脇に配置されたタッチスクリーン

か、空間内のどこにでも移動可能なコ
ンソールによっても、制御することが
できる。「ステージに立って照明器具
が目に入れば、その光を制御できる」
とマクラム氏は述べた。ホタル型照明
は、ウインチと照明器具を操作する一
連のプログラマブルなキュースタック
を処理する「Mosaic」ソフトウエアに
よって、DMXを介して個別に制御さ
れる。
　コンサートホール全体で、データは
イーサネットで伝送されて、イーサネ
ットゲートウェイでDMX信号に変換
されると、マクラム氏は述べた。サイ
ドウォーク・スタジオでは、照明は
ETC社の「Eos Ion Xe」コンソールで
制御されており、プロムナード照明に
はETC社の「Eos Gio @5」コンソー
ルが使われているが、マクラム氏によ
ると、ETC社の任意のコンソールが、
ゲッフェン・ホールの空間内で使用でき
るという。
　デビッド・ゲッフェン・ホールは2022
年10月、盛大なファンファーレととも
に完成披露された。照明デザイナーら
がプロジェクトに着手したのが、新型
コロナウイルスのパンデミックが始ま
る少し前の2019年9月だったことを思
えば、素晴らしい偉業である。多くの
業界と同様に、プロジェクトチームは
サプライチェーンの問題や、長いリー
ドタイム、コストの増加、部品の遅れ、
品質管理の問題に対処しなければなら
なかった。「入手できた材料やツール
にさまざまな工夫を凝らして、その能
力を引き延ばした」と、マルチネス­ノ
ーブルズ氏は述べた。創意工夫と垣根
を超えた連携によって、デザインと建
築のチーム全体が一丸となって作業を
続行するための方法を考案し、デビッ
ド・ゲッフェン・ホールの改装は、当初
の予定よりも2年早く完了した。

LEDJ


